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ミトコンドリアDNAに基づく分⼦系統樹（左）と、

太平洋系統と⽇本海系統の地理的分布パターン（右）

過去の環境変動によって生じた種内系統の存在を明らかにし 、 全ゲノム
データの利用によって系統間の適応的分化、 生殖隔離機構の解明を行う

アゴハゼ（Chaenogobius annularis）

太平洋系統と⽇本海系統が接触する三陸海岸周辺におけるゲノム

の混合パターン（⻘が⽇本海系統、⾚が太平洋系統のゲノム）

研究事例︓アゴハゼは、⽇本列島沿岸の岩礁性海岸に生
息する⾝近な種であるが、本種には⽇本海の隔離によっ
て生じた太平洋系統と⽇本海系統が存在し、それらが接

触する三陸海岸では交雑が起こっている。
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